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研究成果の概要（和文）：本研究では、「多次元生体信号処理による若年者の情動安定性に関連した脳・自律神経機能
の定量評価」を行うことを目的とした。具体的には、情動安定性に関連した生体反応について、脳機能評価として脳波
とfMRI、自律神経機能評価として心電図と脈波を用いることで、次の点を調べた。情動ストレス負荷による脳機能の時
間的活動変化、情動ストレス時の脳機能の空間的反応領域、情動ストレス状態における末梢神経機能の変化を調べ、特
徴抽出を行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was evaluation of brain and autonomic nervous system 
functions on emotional stability of young adults using multi-dimensional signal processing. We have 
evaluated biological reactions: brain function using EEG and fMRI, and autonomic nervous system using ECG 
and plethysmography. We have abstracted the features of time-varying and special reactions to emotional 
stress on brain functions.

研究分野： 臨床神経生理学、精神神経科学、医用工学
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１．研究開始当初の背景 
 若年者における、「ひきこもり」や「やる
気がない」などの社会的不適応、些細なこと
ですぐに「キレる」といった情動不安定、さ
らに、うつ病、自傷、自殺、摂食障害などの
増加が、社会的問題となっている。子ども時
代に虐待やいじめなどの情動ストレスを受
けると「トラウマ（心の傷）」が生じ、後に
なって同様の状況を想起させる場面で不安
や恐怖を引き起こしやすい不安定な性格が
形成され、さらに、外傷後ストレス障害
（PTSD）、適応障害、神経症などを発症する
ことがある。また、虐待を受けた子どもの中
には、後に解離性同一性障害を引き起こし、
海馬の縮小化などの脳の器質的変化がみら
れる場合もある。さらに、成人における強い
不安やストレスの原因の第一位は、「人間関
係」であることが報告されている。重要な点
は、これらの情動不安定は、単に「心の問題」
というだけでなく、「脳機能の活動パターン」
に問題が生じている可能性があるというこ
とである。近年、情動に関する脳研究が注目
されているものの、形態学的に部位を同定す
るものが主であるため、情動安定度を心理学
的特徴で分けて、健常者と不安定者の脳機能
の違いを調べることが望まれている。さらに、
脳機能および自律神経機能の複数の生体信
号の特徴を統合的に調べたものは、例がない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、「多次元生体信号処理による
若年者の情動安定性に関連した脳・自律神経
機能の定量評価」を行うことを目的とした。
具体的には、情動安定性に関連した生体反応
について、脳機能評価として脳波と fMRI、
自律神経機能評価として心電図と脈波を用
いることで、次の点を調べた。情動ストレス
負荷による脳機能の時間的活動変化、情動ス
トレス時の脳機能の空間的反応領域、情動ス
トレス状態における末梢神経機能の変化を
調べ、特徴抽出を行った。 
 
３．研究の方法 
（１）脳機能データの時間的空間的変化を捉
える非定常解析手法の開発及び自律神経機
能データのゆらぎを捉える非線形解析手法
の開発を行った。 
（２）情動刺激タスク下での脳機能・自律神
経機能測定を行った。 
（３）情動ストレス負荷に対する脳機能活動
及び自律神経機能の時間的・空間的解析によ
る特徴抽出を行った。 
 
４．研究成果 
 脳波および脳磁図を用いた幼児および若
年健常者の脳皮質表面での結果より、性格安
定群では、安静刺激、快刺激、不快刺激のい
ずれにおいても、後頭部での活動が増加し、
性格不安定群では、安静刺激で後頭部、快刺
激で前頭部、不快刺激で側頭部での活動が増

加した。 
 fMRI を用いた若年健常者の脳深部での結
果より、性格の不安定度が高い程、不快刺激
では、右側海馬の活動が有意に増加し、人間
関係刺激では、両側扁桃体、海馬、視床の活
性が有意に増加した。 
 脈波を用いた自律神経の結果より、不快刺
激中には、脈波振幅値が低値を示し、交感神
経が優位に働き、刺激終了後には、振幅値が
上昇し、副交感神経が優位に働いた。一方、
e メール様文章刺激では、刺激終了後に脈波
振幅値はさらに低下し、交感神経がより優位
に働いた。 
 精神状態を生理学的手法を用いて定量化
し、可視化することが、メンタルヘルスケア
や未来の精神科治療を補助するものになる
ことが示唆された。 
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